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　令和２年３月定例会を２月１７日から３月１８日までの

３１日間の会期で開催しました。

　市提出案件は７２件で、人事案件、条例関係、契

約締結、令和元年度補正予算、令和２年度当初予算

などを審議し、原案のとおり可決したほか、継続審査

中の陳情２件を採択し、委員会発案１件、議員発案１

件を原案のとおり可決しております。

　なお、１月１５日、３月３０日に臨時会を開催し、

議員発案２件のほか、市提出案件の補正予算２件、

契約締結１件を原案のとおり可決しております。

総 … 総務常任委員会 教 … 教育民生常任委員会

産 … 産業経済常任委員会 建 … 建設常任委員会

文中の記号は次のとおり所管委員会を表しているものです。

３月定例会
１・３月臨時会

議論の中からピックアップ

ここが聞きたい
一 般 質 問

本
市
の
現
状
と
課
題
は
。

令
和
２
年
１
月
末
現
在
の
高
齢

者
認
知
症
者
数
は
３
６
３
１
人

で
、
昨
年
同
期
よ
り
２２
名
増
え
て
い
る
。

　
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

「
認
知
症
施
策
集
中
イ
ベ
ン
ト
」
を
開

催
し
た
ほ
か
、
安
全
確
保
と
介
護
負
担

軽
減
の
た
め
「
見
守
り
シ
ー
ル
」
の
導

入
を
新
年
度
予
定
し
て
い
る
。

　
国
の
「
認
知
症
施
策
大
綱
」
に
基
づ

き
予
防
や
見
守
り
を
強
化
し
、
発
症
を

遅
ら
せ
認
知
症
に
な
っ
て
も
希
望
を

も
っ
て
過
ご
せ
る
市
を
目
指
し
て
い

く
。 問答

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
。

サ
ポ
ー
タ
ー
は
正
し
い
知
識
を

も
ち
、
で
き
る
範
囲
で
支
え
る

応
援
者
で
あ
り
、
今
年
度
は
３３
回
の
講

座
を
開
催
し
当
初
予
想
を
上
回
る
サ

ポ
ー
タ
ー
が
誕
生
し
て
い
る
。

　
今
後
は
知
識
向
上
に
向
け
た
「
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
」
も
開
催
す
る
。

問答

難
し
い
言
語
で
は
な
く
小
学
生

で
も
取
り
組
み
や
す
い
ブ
ロ
ッ

ク
や
絵
を
組
み
合
わ
せ
る
タ
イ
プ
を
中

心
と
し
て
い
る
。

　
初
年
度
で
も
あ
り
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
の
ね
ら
い
」
か
ら
そ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
情
報
交
換
を
す
る
場
を

設
定
し
な
が
ら
授
業
の
充
実
を
図
る
。

答

「
５
人
に
１
人
が
認
知
症
」

　
　
　
　
　
時
代
に
向
け
て

湊　貴信
（高志会）

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
で
想
定

し
て
い
る
授
業
は
。

問 い
よ
い
よ
始
ま
る

　
　
　
　
新
学
習
指
導
要
領

大関嘉一
（市民創風）

将
来
の
広
域
連
携
に
対
す
る
備

え
は
。

高
齢
人
口
が
ピ
ー
ク
に
な
る

２
０
４
０
年
頃
に
、
人
手
不
足

が
深
刻
化
す
る
。

　
県
は
国
の
委
託
を
受
け
、
市
町
村
間

の
連
携
に
向
け
「
人
口
減
少
社
会
に
対

応
す
る
行
政
運
営
の
あ
り
方
研
究
会
」

を
立
ち
上
げ
て
い
る
。

　
市
で
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・

向
上
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
広
域
連
携
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

さ
ら
な
る
情
報
収
集
を
行
い
、
調
査
研

究
に
努
め
る
。

連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
に

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て

問答

風
力
、
太
陽
光
発
電
施
設
設
置

に
規
制
は
。

に
か
ほ
市
で
国
の
「
ゾ
ー
ニ
ン

グ
導
入
可
能
性
検
討
モ
デ
ル
事

業
」
を
実
施
し
、「
景
観
条
例
」
の
制

定
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
条
例
に
基

各
発
電
施
設
設
置
の

　
明
瞭
な
規
制
策
を
設
け
よ

問答

市
道
前
郷
上
野
線
、
鮎
瀬
曲
沢

間
拡
幅
工
事
が
必
要
で
は
。

市
道
前
郷
上
野
線
は
改
良
済
み

区
間
と
の
位
置
づ
け
だ
が
、
渋

滞
対
策
検
討
委
員
会
で
通
勤
経
路
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
新
た

な
提
案
で
あ
る
市
道
前
郷
上
野
線
に
つ

い
て
も
、
今
後
の
工
業
団
地
を
見
据
え

た
渋
滞
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
必
要
性

も
含
め
検
証
し
て
い
く
。

市
有
地
の
活
用
を
検
討
せ
よ

問答
づ
き
、
法
的
拘
束
力
を
持
た
な
い
規
制

が
事
業
者
に
順
守
さ
れ
適
正
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
さ
れ
た
も
の
に
な
る
か
注
視
す

る
。

　
発
電
施
設
の
住
宅
な
ど
か
ら
の
離
隔

距
離
や
、
再
エ
ネ
施
設
が
多
く
設
置
さ

れ
て
い
る
地
域
へ
配
慮
し
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
見
直
し
を
含
め
、
地
域
と
の
共

生
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

海
の
観
光
振
興
は
。

海
の
持
つ
多
様
な
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
は
さ
ら
な
る
観
光
資
源
と
考

え
て
い
る
。

　
本
荘
マ
リ
ー
ナ
や
岩
城
の
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
、
ま
た
サ
ー
フ
ィ
ン
や

ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ
ー
や
釣
り
客
も
増
加
し

て
い
る
。

　
民
間
と
も
連
携
し
海
の
観
光
資
源
を

有
効
活
用
し
て
積
極
的
に
誘
客
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

問答 観
光
振
興
で

　
　
　
　
交
流
人
口
の
拡
大

答 　各施設の入浴使用料体系を統一し、これを

上限として新たな料金を設定する。

　利用者側の立場にも配慮しながら、経営安

定が図られるよう十分な協議を行っていく。

問 　各施設の入浴使用料がどのように変わるのか。

　各入浴施設の経営安定を図るため、条例の一
部を改正するものです。

休養施設条例等の一部を
改正する条例案

産

答 　トップリーグの試合はセンターコートで行わ

れているが、より身近で迫力いっぱいに観戦

し、選手と一体となっての声援は、見る方も見

られる方も高い満足感が得られる効果が発揮

され、アリーナの観客増員につなげるためであ

る。

問 　なぜ移動観覧席を追加購入するのか。

　１基８０席を６基購入し、計１６基とします。

ナイスアリーナに移動観覧席を
追加購入

教

アリーナ移動観覧席

拡幅が要望される市道

消防施設の整備計画

問 　来年度はどのような整備計画か。

答 　消防本部、本荘・矢島各消防署の消防車両

４台を更新する。消防団では東由利、鳥海、

本荘の各地域で６台の積載車と２台の小型動

力ポンプの更新を図る。そのほか、消防水利

整備として９カ所の有蓋耐震性貯水槽の整備、

大内、東由利、鳥海各地域の３棟の消防団格

納庫を更新する。

　毎年、計画性を持って整備、更新を図ります。

総

更新が進む消防車輌

我が家の防災マップ作成事業

問 　見直しはどのような内容か。

答 　国や県で見直しをした最大想定のデータを反

映させ、洪水・土砂、津波、火山災害の一体

型ハザードマップを新たに作成するものである。

　現行の防災マップを見直します。 総
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民間移行が検討されているＣＡＴＶセンター

ここが聞きたい
一 般 質 問

今野英元
（社会民主党）

こ
の
２
〜
３
年
、
本
市
に
お
い

て
多
く
の
風
力
発
電
施
設
が
建

設
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
本
市
沿
岸
３０
㌔
㍍
に
わ
た
り
、

風
車
の
高
さ
２
０
４
㍍
、９
５
０
０
㌔
㍗
、

８８
基
の
建
設
計
画
が
あ
る
。

　
住
民
が
風
力
発
電
に
対
し
て
、
ど
の

よ
う
な
意
識
、意
見
を
も
っ
て
い
る
の
か
、

調
査
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
で
は
、
総
合
計
画
や
重
要
な

事
業
な
ど
必
要
に
応
じ
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

　風
力
発
電
な
ど
は
民
間
の
事
業
活
動

で
あ
り
、
各
種
法
令
に
基
づ
い
て
行
わ

れ
て
い
る
の
で
、
市
と
し
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
は
考
え
て
い
な
い
。

風
力
発
電
に
関
す
る

　住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

　
　
　
　
　実
施
に
つ
い
て

問答

佐々木隆一
（日本共産党）

少
子
高
齢
化
の
中
、
子
育
て
の

環
境
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
は

大
事
な
こ
と
で
あ
る
。
全
国
知
事
会
、

全
国
市
長
会
で
も
「
少
子
化
対
策
の
抜

本
強
化
」
な
ど
を
訴
え
、
国
が
子
ど
も

の
医
療
費
助
成
制
度
を
作
る
よ
う
提
起

し
て
い
る
。

　
高
校
卒
業
ま
で
医
療
費
無
料
化
は
い

く
ら
と
推
計
さ
れ
る
か
。
県
内
で
も
、

に
か
ほ
市
を
は
じ
め
半
数
の
自
治
体
で

拡
大
し
て
い
る
。
本
市
で
も
拡
大
を
検

討
さ
れ
な
い
か
。

高
校
卒
業
ま
で
拡
大
し
た
場
合
、

年
間
４
２
０
０
万
円
と
見
込
ま

れ
る
。

　医
療
費
の
助
成
は
子
育
て
支
援
の
大

き
な
柱
の
一
つ
で
、
現
在
の
支
援
を
持

続
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　年
齢
拡
大
は
財
政
状
況
、
子
育
て
支

援
策
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、
慎
重

な
対
応
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

高
校
卒
業
ま
で
医
療
費
の

　
　
　
　無
料
化
の
拡
大
を

問答

長
年
人
生
を
重
ね
て
き
た
皆
さ

ん
に
感
謝
す
る
敬
老
会
が
、
各

地
域
で
開
催
さ
れ
る
。
会
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
市
民
の
意
見
が
あ
る
の
で
改

善
さ
れ
た
い
。
参
加
者
の
経
費
、
記
念

品
代
は
い
く
ら
か
。
記
念
品
は
対
象
者

全
員
に
配
布
す
べ
き
で
あ
る
。

参
加
者
１
人
当
た
り
３
８
０
０

円
で
記
念
品
代
は
２
１
６
円
で

あ
る
。
記
念
品
は
事
業
経
費
縮
減
の
た

め
令
和
２
年
度
か
ら
は
参
加
者
へ
の
贈

呈
も
廃
止
す
る
。

　敬
老
会
は
合
併
前
か
ら
長
寿
者
へ
祝

意
を
表
し
、
市
民
の
敬
老
思
想
に
寄
与

し
て
き
た
。
今
後
も
地
域
の
皆
さ
ま
の

協
力
を
い
た
だ
き
、
状
況
に
応
じ
た
改

善
を
行
い
な
が
ら
敬
老
会
を
開
催
し
て

い
く
。

敬
老
会
の
開
催
に
改
善
を

問答

答 　各空き家を「複合型移住体験住宅」へリフ

ォームする。リフォームは学生を主体にボラン

ティアを募り実施、空き家への関心を啓発し、

民間主体による運営、自立性・持続性を確保

していく。

問 　事業内容は。

　「Ｉターン」の促進、学卒者の地元定着、新たな
地域コミュニティづくりの、きっかけづくりを目的
としています。

空き家を活用した「移住体験
住宅」の整備・運営事業

産

ＣＡＴＶの民間移行

問 　どのようなスケジュールか。

答 　昨年１２月定例会の後、１２月２７日にホーム

ページで民営化計画を公開した。第１回民間

事業者選定委員会での協議を経て募集要領を

１月３１日にホームページに公開。２月の質問

期間を経て、事業者を募集した。

（３月２７日まで応募者はいなかった）

　民間事業者の募集をしています。 総

「市道百宅本線」を認定

問 　鳥海ダム建設に伴っての新たな市道はどのよ

うになるのか。

答 　現在の「市道百宅線」から接続され、新た

に「市道百宅本線」として、路線延長５３７０

メートルの
つけかえ

付替道路ができる。これにより、

法体の滝へ続く「市道鳥海線」にも接続され、

鳥海ダム周遊観光も見越した路線となる。

　鳥海ダム建設により
つけかえ

付替道路として整備され
る路線を認定しました。 建

浄
化
槽
保
守
点
検
を
電
気
工
事

業
の
資
格
だ
け
を
持
つ
事
業
者

が
行
っ
て
い
る
。
市
は
こ
の
件
に
つ
い

て
把
握
し
て
い
る
か
。

市
が
発
注
す
る
公
共
事
業
は
、

「
由
利
本
荘
市
建
設
工
事
等
入

札
、
契
約
制
度
に
関
す
る
要
綱
」
に
基

づ
き
執
行
し
て
い
る
。

　農
業
集
落
排
水
施
設
の
保
守
点
検
、

調
整
に
つ
い
て
は
、
浄
化
槽
保
守
点
検
の

許
認
可
登
録
業
者
に
発
注
し
て
い
る
。

農
業
集
落
排
水
施
設
の
保
守

点
検
を
、
知
事
登
録
を
受
け

て
い
な
い
事
業
者
が
行
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か

問答

市
は
昨
年
７
月
に
由
利
本
荘
保

健
所
と
の
協
議
で
「
保
守
点
検

業
者
を
立
ち
会
わ
せ
て
い
な
い
。
今
後

は
保
守
点
検
業
者
立
ち
会
い
の
も
と
修

理
、
工
事
を
行
っ
て
い
き
た
い
。」
と

発
言
し
て
い
る
が
。

電
気
工
事
並
び
に
機
械
器
具
設

置
工
事
が
主
た
る
工
種
と
な
る

修
理
を
行
う
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

格
付
け
登
録
業
者
を
選
定
し
て
い
る
。

　浄
化
槽
保
守
点
検
の
登
録
業
者
に

「
浄
化
槽
法
施
行
規
則
」
の
保
守
点
検

の
技
術
上
の
基
準
に
基
づ
く
調
整
を
行

う
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

　し
た
が
っ
て
、
発
注
方
法
に
問
題
は

な
い
。

問答

立ち並ぶ風車

答 　予定していた杭長４５メートルの直前４４メー

トル付近で玉石により掘り進めることができ

ず、再度のボーリング調査などが必要となっ

たため、予定工期から５～６カ月程度遅れるこ

ととなった。

　供用開始は令和３年８月の予定である。

　なお、杭は支持層に達していたため軽微な

変更のみで進めることとなる。

問 　工期延長の要因は。

　工期が延長されました。

羽後本荘駅の杭基礎工事に
伴う工期延長

建

杭基礎工事中の羽後本荘駅

鶴舞会館事務所改修事業

問 　どのような分野を支援するのか。

答 　福祉支援課及び中央地域包括支援センター

が入り、生活困窮、障がい、子ども、高齢者

などの各分野にまたがり、複合的に抱えた生

活課題や福祉課題に対して、１カ所で包括的

に受け止める相談支援体制を整備し、７月頃

に稼働の予定である。

　福祉支援の総合相談窓口を開設します。

教

昨年度の敬老会

学校給食費が公会計化

問 　なぜ公会計化するのか。

答 　これまでは、各学校において保護者より口座

振替で集金・管理し、食材業者へ直接支払う「私

会計」方式だったが、教職員の業務負担が大

きな課題だった。文部科学省で公会計化を促

進しており、給食費データを一元管理するシス

テムを導入して「公会計」化を４月から実施する。

　市内全小中学校の給食費を市会計で一括管理
します。 教
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ここが聞きたい
一 般 質 問

厚
労
省
は
、
引
き
こ
も
り
者
の

就
労
支
援
な
ど
に
向
け
、
自
治

体
を
財
政
面
で
支
援
す
る
体
制
を
整

備
す
る
方
針
を
固
め
た
が
、
縦
割
り

業
務
に
よ
る
た
ら
い
回
し
を
な
く
す

た
め
の
支
援
窓
口
の
一
本
化
が
必
要

と
考
え
る
が
。

問 引
き
こ
も
り
、
介
護
、
困
窮
の

相
談
窓
口
一
本
化
が
必
要

本
市
へ
の
転
入
者
分
析
は
。

移
住
区
分
で
は
Ｕ
タ
ー
ン
が
８

割
、Ⅰ
タ
ー
ン
が
２
割
と
県
統

計
と
比
較
し
て
Ⅰ
タ
ー
ン
の
割
合
が
２

割
低
い
。
こ
れ
は
、
繰
り
返
し
利
用
可

能
な
「
移
住
お
試
し
住
宅
」
な
ど
の
安

価
な
滞
在
施
設
の
不
足
に
よ
る
も
の
と

分
析
し
て
い
る
。

　ま
た
、
移
住
理
由
は
「
結
婚
、
出
産
、

子
育
て
」
が
約
１６
％
、
次
い
で
「
親
の

面
倒
、
介
護
な
ど
」
が
１３
％
で
、「
退
職
、

家
族
と
の
同
居
・
介
護
な
ど
」
の
理
由

が
多
く
、
県
の
傾
向
と
は
異
な
る
。

　こ
の
分
析
を
も
と
に
Ⅰ
タ
ー
ン
や
就

労
体
験
な
ど
の
中
・
長
期
的
な
滞
在

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
の
た
め
来
年
度
予
算

に
「
空
き
家
を
活
用
し
た
学
生
向
け

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
機
能
を
備
え
た
お
試
し

住
宅
」
の
整
備
費
を
計
上
し
た
。

問答

市
で
は
「
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
」
を
策
定
し
て
お
り
、

平
成
２９
年
か
ら
令
和
１８
年
ま
で
の
施
設

の
存
続
や
廃
止
を
計
画
し
て
い
る
。
公

共
温
泉
施
設
に
つ
い
て
は
「
す
べ
て
存

続
の
方
向
で
あ
る
が
、
各
施
設
の
経
営

努
力
を
前
提
に
経
営
の
黒
字
化
を
目
指

し
、
市
民
生
活
の
向
上
、
健
康
増
進
に

資
す
る
施
設
に
す
る
よ
う
に
検
討
し
て

い
く
」
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
い
る
。

　令
和
１８
年
ま
で
の
期
間
は
指
定
管
理

者
制
度
導
入
で
存
続
と
示
し
て
い
る

が
、
今
後
、
目
標
使
用
年
数
や
修
繕
予

定
額
な
ど
詳
細
に
施
設
の
状
況
を
確
認

し
、
経
営
状
況
だ
け
で
な
く
、
施
設
の

位
置
づ
け
や
利
用
者
状
況
な
ど
を
考
慮

し
な
が
ら
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

答

岡見善人
（無所属）

更
な
る
移
住
・
定
住
の

　
　
　
　
　
　
　
　推
進
を

全
国
的
に
自
治
体
と
観
光
協
会

の
関
係
が
問
わ
れ
て
い
る
中
、

当
市
に
お
い
て
も
観
光
協
会
の
連
携

の
あ
り
方
な
ど
に
課
題
が
あ
る
と
認

識
す
る
が
、
観
光
協
会
の
独
立
を
含

む
体
制
の
強
化
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

協
会
の
組
織
や
事
業
な
ど
の
あ

り
方
を
検
証
・
検
討
す
る
た
め
、

「
由
利
本
荘
市
観
光
協
会
の
あ
り
方
検

討
委
員
会
」
が
平
成
３１
年
３
月
に
設

置
さ
れ
て
い
る
。

　「
第
４
次
行
政
改
革
大
綱
」
の
実
施

計
画
に
観
光
協
会
の
法
人
化
を
登
載

し
て
お
り
、
令
和
４
年
度
か
ら
の
独

立
に
向
け
進
め
て
い
く
。

　支
部
組
織
の
検
討
や
事
務
局
職
員

へ
の
対
応
な
ど
山
積
す
る
課
題
に
対

し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
協
議
・

検
討
を
進
め
て
い
く
。

問答 市
と
観
光
協
会
の

　
　
　
　あ
り
方
に
つ
い
て

長沼久利
（高志会）

障
が
い
者
に
優
し
い
公
共
施
設

と
し
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と

ト
イ
レ
マ
ー
ク
な
ど
の
表
示
が
必
要

と
考
え
る
。
特
に
避
難
施
設
は
お
年

寄
り
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
ト
イ

レ
の
洋
式
化
が
必
要
と
考
え
る
が
。

問 公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

公
共
施
設
を
障
が
い
者
の
方
々

も
利
用
し
や
す
い
よ
う
、
観
光

ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
に
掲
載
さ
れ
る
施
設
に

つ
い
て
は
、
ト
イ
レ
マ
ー
ク
な
ど
の
表

示
を
取
り
入
れ
、
災
害
時
に
も
活
用
で

き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
く
。
今
後
も
公

共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
し

て
い
く
。

答
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本
庁
舎
内
に
あ
る
福
祉
支
援
課

と
中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン

答

タ
ー
を
、
令
和
２
年
７
月
を
め
ど
に
鶴

舞
会
館
に
移
転
さ
せ
、
高
齢
・
障
が
い
・

子
ど
も
・
生
活
困
窮
な
ど
の
分
野
や
属

性
に
関
わ
ら
ず
、国
が
進
め
て
い
る
「
断

ら
な
い
相
談
」
の
体
制
と
し
て
、「
総

合
相
談
窓
口
」
を
整
備
し
て
い
く
。

　ま
た
、
隣
接
す
る
保
健
セ
ン
タ
ー

に
は
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
、
制
度
の
は
ざ
ま
で

支
援
が
途
切
れ
な
い
よ
う
、
相
談
窓

口
の
強
化
に
努
め
て
い
く
。

「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」

前
倒
し
で
公
共
温
泉
施
設
の
再

編
方
針
を
示
す
時
期
で
は
。

問 公
共
温
泉
施
設
の

　
　
　
　
　
　再
編
方
針
は

次世代農業振興基金条例制定

問 　次世代の技術を活用とした事業内容とは。

答 　スマート農業など、省力化・効率化を目指

すもので、令和２年度は「ＩＣＴ農業取組支

援事業」「ドローン導入支援事業」「スマート

農業研究会支援事業」、小規模農家を支援す

る「園芸作物導入支援事業」を事業化し支援

していく。

　農家の経営安定、基盤強化を図り、次世代型
農業の振興に期待されます。 産

農業用ドローンのデモンストレーション

旧前郷小学校跡地整備事業

問 　今後のスケジュールは。

答 　令和２年度は整備のための測量設計業務を
委託し、令和３年度の整備工事を予定してい
る。芝生広場を持つ城址公園としての整備で
あるが、災害時には一時避難場所としても活
用することになる。

　城址公園として整備します。 総

答 　令和元年度に補助金交付申請があった件数
は、令和２年２月２９日時点で、一般型が２９
４件、子育て世帯支援型が９件、空家購入支
援型が４件、移住・転入支援型が１件である。
うち、申請後の取り下げが２件あった。
　令和２年度も引き続き事業費３５０５万円を
盛り込み、リフォーム資金の支援を図っていく。

問 　令和元年度の活用状況と令和２年度の助成は

どうなるのか。

　令和元年度、事業を利用した件数は３０６件で
した。

住宅リフォーム資金助成事業
を継続

建

Share House

3月臨時会3月臨時会

●特別職の職員で常勤のものの

　給与及び旅費に関する条例の一部改正

　職員の不適切な勤務実態や事務処理により、

　市民の市政に対する信頼を大きく損ねてしまっ

　たことから、市長及び総務部担当副市長の給

　料月額について、期間を定めて減額するもの。

条例関係（主なもの） 可決
◆羽越本線羽後本荘駅東西自由通路等
　新設及び駅舎橋上化工事委託変更協定の締結
　羽後本荘駅周辺整備事業において、東西自由通
　路及び、駅舎の杭基礎工事が中断したことによ
　る経費の増額により、協定額を変更するもの。
　協定金額：３５億８６９４万５千円
　変更前：３１億９５９９万６千円
　（増額：３億９０９４万円９千円）
　協定の相手方：東日本旅客鉄道株式会社

東北工事事務所長　谷口　俊一

契　約　案　件 可決

答 　尾崎小学校の南側、元の本荘格技場を解体

して建設され、木造二階建て、延べ床面積

９４０．７１平方メートルである。放課後に児

童が集まったり、子育ての相談などをできる施

設となっており、多くの来訪者が期待される。

問 　建物の規模と建設場所は。

　４月１日オープンしました。

由利本荘市こどもプラザ
「あおぞら」竣工

教

旧前郷小学校跡地（滝沢城址）
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■副市長の選任（任期：４年）

　阿　部　太津夫　氏（再任）本荘地域葛法

■教育委員会教育長の任命

　（任期：令和２年４月１日～６月２９日）※前教育長の残任期間

　秋　山　正　毅　氏（新任）矢島地域川辺

■人権擁護委員（任期：３年）

　小　野　長　清　氏（再任）東由利地域舘合

　宮　本　康　博　氏（再任）鳥海地域石神

　佐　藤　弘　子　氏（再任）鳥海地域栗沢

　田　口　松　雄　氏（新任）大内地域三川

　五十嵐　恒　憲　氏（新任）東由利地域老方

人　事　案　件

●鳥海ダム振興基金条例の制定

　鳥海ダム振興に係る基金を設置するもの。

●次世代農業振興基金条例の制定

　次世代型農業の振興に係る基金を設置するもの。

●交通指導員及び防犯指導員に関する条例の廃止

　会計年度任用職員制度の創設に伴い廃止するもの。

●鶴舞温泉及び休養施設条例等の一部改正

　温泉施設の入浴料の額などを改めるもの。

条例関係（主なもの）

陳 情 結 果

採　　択

○継続審査中の令和元年陳情第９号

　秋田市新屋への地上イージス配備反対の意見表明

　を求める陳情

ミサイル基地イージス・アショアを考える　　　

秋田県民の会　代表委員代表　川野辺　英昭

○継続審査中の令和元年陳情第１６号

　加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度

　の創設を求める意見書提出についての陳情

全日本年金者組合本荘由利支部　　　　　　

執行委員長　村上　次郎

意　 見 　書

趣旨採択

○陳情第１号

　最低賃金の改善と全国一律制にすることを求める

　意見書提出についての陳情

秋田県春闘共闘懇談会　代表委員　石川　洋基

秋田県労働組合総連合　　　議長　加賀屋俊悦

継続審査

○陳情第２号

　公立学校に１年単位の変形労働時間制を導入する

　条例制定に反対する意見書提出についての陳情

秋田県春闘共闘懇談会　代表委員　石川　洋基

秋田県労働組合総連合　　　議長　加賀屋俊悦

同意

可決

●議員発案第３号

　市議会委員会条例の一部改正

　「ガス水道局」が「企業局」に名称変更したこと

　に伴い、条例の一部を改正するもの。

　※４月１日より建設常任委員会の所管部局は、

　　『建設部、企業局』になりました。

議　員　発　案 可決

陳　情 意見書送付先

継続審査中の令和元年
第１６号 内閣総理大臣・財務大臣・厚生労働大臣

10P 阿部十全（無所属）

一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

３月定例会では、８人の議員が質問に立ちました。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）

１．風力発電について

２．漁業振興について

３．鳥海山木のおもちゃ美術館について

４．秋田県総合防災訓練について

11P 岡見善人（無所属）
１．色覚チョークの導入状況について

２．芋川桜づつみを活用した観光の促進に　

　ついて

３．観光協会ホームページの刷新状況について

４．バスケットリングの設置への取り組みに

　ついて

５．人口減少対策について

６．弱者にやさしいまちづくりについて

７．市と観光協会のあり方について

８．地域おこし協力隊について

９．就職氷河期世代の採用について

11P 長沼久利（高志会）
１．政府が目指す「ソサエティ５．０」で実現す
　る未来社会での本市の姿は
２．住民自治と地域コミュニティーの再生から
３．移住定住から
４．観光振興から
５．公共温泉施設について
６．由利本荘市総合的克雪・利雪・親雪計画から
７．情報通信環境の整備について
８．地方公務員の兼業・副業解禁の必要性に
　ついて 13P 湊貴信（高志会）

１．ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）について

２．認知症について

３．第三セクターについて

４．観光振興について

５．聖火リレーについて

６．プログラミング教育について

14P 高野吉孝（市民創風）
１．第三セクターの経営健全化について

２．「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の取り

　組みについて」

３．「鳥海山・飛島ジオパーク」について

４．都市計画道路の見直し計画について

５．市役所本庁舎建設計画の検討状況につい

　て

12P 今野英元（社会民主党）
１．由利本荘市の風力発電事業
２．由利本荘市公共事業と事業者について
３．ぱいんすぱ新山の指定管理者について
４．水林球場の抽選について

13P 大関嘉一（市民創風）
１．連携中枢都市圏構想について

２．風力、太陽光発電施設設置について

３．イノシシ対策について

４．市道の維持管理について

５．市道前郷上野線鮎瀬曲沢間拡幅工事につ

　いて

一般質問一般質問
こ
こ
が

聞
き
た
い

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
の
電
波

障
害
に
つ
い
て
は
。

風
力
発
電
施
設
と
の
因
果
関
係

は
明
ら
か
に
な
ら
な
か
っ
た
。

実
際
に
事
案
が
発
生
し
た
際
は
、
事
業

者
に
対
し
て
速
や
か
に
必
要
な
調
査
及

び
対
策
を
要
請
す
る
。

阿部十全
（無所属）

問答

東
京
か
ら
は
地
域
の
実
情
に
そ

ぐ
わ
な
い
指
示
も
あ
り
、
契
約

更
新
を
見
送
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化

の
た
め
、
今
後
は
独
自
で
運
営
を
図
っ

て
い
く
。

答

漁
業
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
。

問

鮭
の
稚
魚
、
ハ
タ
ハ
タ
な
ど
へ

の
影
響
に
つ
い
て
は
、
運
転
開

始
後
も
調
査
を
求
め
る
意
見
が
あ
る
の

で
、
協
議
会
を
通
し
て
要
請
す
る
。

答

洋
上
風
車
撤
去
に
つ
い
て
は
。

問

「
一
般
海
域
に
お
け
る
占
用
公

募
制
度
の
運
用
指
針
」
に
お
い

て
、
風
車
の
撤
去
に
関
す
る
事
項
を
記

載
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
占
用
を
許
可
す

る
条
件
と
し
て
撤
去
費
用
を
確
保
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

答 風
力
発
電
に
つ
い
て

東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
と
の
契

約
更
新
見
送
り
の
理
由
は
。

問 鳥
海
山
木
の
お
も
ち
ゃ

　
　
　
　
美
術
館
に
つ
い
て

本
市
に
は
約
４
千
人
の
避
難
行

動
要
支
援
者
が
い
る
。
市
民
参

加
型
の
訓
練
と
し
て
、
安
否
確
認
や
社

会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
協
力
を
得
て
実

施
す
る
計
画
で
あ
る
。

答

要
支
援
者
の
避
難
訓
練
を
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

問 令
和
２
年
秋
田
県

　
総
合
防
災
訓
練
に
つ
い
て

12P 佐々木隆一（日本共産党）
１．農業振興について
２．高校卒業まで医療費の無料化の拡大を
３．暖冬少雪の影響と対策は
４．国保短期証、資格証の発行は正規の保険
　証の交付を
５．滞納者の実情と対応は
６．トイレトレーラーの導入の検討を
７．敬老会の開催事業について
８．教育行政について

ブレードとナセル

採択された継続審査中の令和元年陳情第１６号は、各関係大臣に「意見書」と

して提出されております。

3月定例会3月定例会

あ べ た　 つ　 お

あき やま まさ き

お の ちょう せい

みや もと やす ひろ

さ とう ひろ こ

い が ら し のぶ かず

た ぐち まつ お
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陸
上
風
力
発
電
に
つ
い
て
民
家

な
ど
と
風
車
か
ら
の
距
離
条
件

や
一
定
規
模
に
お
け
る
届
出
な
ど
制
定

の
考
え
は
。

陸
上
風
車
の
規
制
の
考
え
は

行
革
実
施
に
向
け
市
長
の
決
意
は

問

中
・
長
期
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
を
見
据
え
、
住
宅
な
ど
か
ら

の
離
隔
距
離
や
施
設
が
集
中
す
る
地
域

へ
の
自
主
規
制
。
ま
た
地
域
と
の
共
存

共
栄
に
向
け
た
地
域
貢
献
策
を
求
め
る

な
ど
、
来
年
中
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見

直
し
を
視
野
に
検
討
を
進
め
る
。

答

第
４
次
行
政
改
革
大
綱
の
内
容

を
見
る
と
、「
健
全
な
財
政
運
営
」

な
ど
を
掲
げ
な
が
ら
、
市
民
に
相
応
の

負
担
を
求
め
る
案
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
意
味
で
痛
み
を
伴
わ
な
い
行
革
は
あ

り
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
行
革
推
進

に
お
け
る
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と

市
民
へ
の
説
明
が
重
要
と
考
え
る
が
。

問

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
の
推

進
は
、
特
に
「
公
共
施
設
の
再

編
」、「
第
三
セ
ク
タ
ー
の
見
直
し
、
健

答

新
ご
み
処
理
施
設
の

　
　
　
　
　
計
画
見
通
し
は

新
ご
み
処
理
施
設
の
敷
地
選
定

に
は
慎
重
を
期
し
な
が
ら
、
環

境
影
響
評
価
、
ご
み
運
搬
車
両
の
通
行

ル
ー
ト
な
ど
、
市
と
し
て
基
本
的
な
考
え

を
示
す
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
。

問

候
補
地
選
定
に
つ
い
て
は
、
有

識
者
や
関
係
機
関
の
委
員
か
ら

構
成
さ
れ
る
「
新
ご
み
処
理
施
設
候
補

地
選
定
委
員
会
」
に
お
い
て
、
土
地
利

用
や
環
境
面
な
ど
を
考
慮
し
、
市
内
１４

カ
所
の
候
補
地
か
ら
川
口
字
大
日
沢
山

地
内
（
横
山
町
内
東
側
）
を
最
有
力
候

補
地
と
し
て
答
申
を
受
け
、
現
在
町
内
会

な
ど
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
て
い
る
。

　
今
後
に
お
い
て
は
、
環
境
対
策
、
安

全
対
策
を
最
優
先
に
引
き
続
き
建
設
予

定
地
と
し
て
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う

進
め
る
。
ま
た
、
施
設
の
規
模
や
機
能

に
つ
い
て
「
ご
み
処
理
基
本
構
想
」
の

中
で
幅
広
く
検
討
す
る
。

答常
備
消
防
の
組
織
な
ど

　
　
　
　
　
具
体
の
検
討
は

消
防
署
の
再
編
に
お
け
る
１
消
防

本
部
（
本
荘
）、２
消
防
署
（
本
荘
・

矢
島
）
の
体
制
に
つ
い
て
具
体
の
見
直

し
を
す
べ
き
で
は
。

問

矢
島
消
防
署
の
出
動
態
勢
、
指

揮
命
令
系
統
な
ど
適
正
な
人
員

配
置
を
含
め
、
令
和
２
年
度
末
を
目
途

に
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
す
る
。

答

市
政
を
担
当
し
て
１１
年
、
今
日

ま
で
の
評
価
と
今
後
の
取
り
組

み
は
。

長
谷
部
市
政
３
期
の

　
　
　
　
　
　
自
己
評
価
は

問

市
長
就
任
以
来
「
市
民
と
共
に

歩
む
市
政
」
を
基
本
に
、
極
め

て
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
「
地
域
の

均
衡
あ
る
発
展
」
を
目
標
に
、
産
業
の

振
興
、
福
祉
・
子
育
て
支
援
の
充
実
な

ど
、
安
全
で
安
心
な
「
暮
ら
し
や
す
い

由
利
本
荘
市
」
を
目
指
し
各
種
事
業
を

答

会長　渡部　功

展
開
し
て
き
た
。

　
大
阪
府
箕
面
市
や
、
タ
イ
王
国
の
４

校
と
教
育
交
流
を
実
施
。
子
ど
も
た
ち

が
国
内
外
の
文
化
に
触
れ
る
機
会
の
創

出
や
「
ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
」・「
鳥
海
山

木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
」
オ
ー
プ
ン
に

よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
と
に
ぎ
わ
い
の

創
出
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　
今
後
さ
ら
に
人
口
減
少
対
策
と
し

て
、
新
た
な
工
業
団
地
の
造
成
な
ど
、

雇
用
の
場
の
確
保
と
、
若
年
世
代
の
定

着
に
向
け
取
り
組
む
ほ
か
、
妊
娠
・
出

「
新
山
小
学
校
」「
矢
島
小
学
校
」

の
改
築
や
「
本
荘
北
中
学
校
」

の
大
規
模
改
修
、「
本
荘
東
中
学
校
区

総
合
小
学
校
」
建
設
に
令
和
６
年
度

ま
で
総
額
６５
億
円
、「
新
ご
み
処
理
施

設
」
に
は
敷
地
造
成
や
最
終
処
分
場

答

災
害
に
強
く
安
定
し
た
安
価
な

電
力
が
供
給
で
き
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
向
け
、

本
市
と
し
て
も
情
報
収
集
に
努
め
る
。

　
さ
ら
に
、
国
や
業
界
の
動
向
を
注

視
し
つ
つ
、
地
域
の
産
業
や
経
済
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
関
係
機
関

へ
働
き
か
け
て
い
く
。

答 再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
　
活
用
を

問

今
後
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画
と

事
業
費
、
そ
の
財
源
は
。

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画
は

問

発
電
送
電
が
分
離
し
発
電
事
業

者
が
増
加
の
中
で
、
大
口
消
費

事
業
所
な
ど
で
は
、
直
接
安
価
に
供
給

を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
、
国
の

モ
デ
ル
事
業
や
特
区
事
業
と
し
て
関
係

機
関
に
働
き
か
け
可
能
性
を
高
め
、
地

元
事
業
の
振
興
に
つ
な
げ
る
べ
き
で
は
。

１．令和２年度施政方針について

２．財政方針について

３．第４次行政改革大綱について

４．新創造ビジョン後期計画策定

　　（アンケート）について

５．ごみ焼却施設について

６．本荘由利広域市町村圏組合の

　　事務事業の現況と今後の方向

　　性について

７．記録的暖冬、少雪における除

　　雪関連支援について

８．ナイスアリーナについて

９．風力発電など再生可能エネル

　　ギー政策について

10．教育環境整備について

質　問　項　目
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〜 

施
政
方
針
・
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
！ 

〜

〜 

施
政
方
針
・
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
！ 

〜

会

派

代

表

質

問

会

派

代

表

質

問

１．長谷部市政３期の自己評価と

　　今後の取り組みについて

２．令和２年度の取り組みとその

　　後の見通しについて

３．人口減少対策について

４．診療所運営について

５．高齢者にやさしいまちづくり

　　について

６．農業振興策について

７．商工業振興策について

８．再生可能エネルギーの可能性

　　について

９．企業局について

10．本市の教育について

質　問　項　目

全
化
」、「
受
益
と
負
担
の
公
平
性
」
な

ど
、
市
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
対
応
す

る
こ
と
が
市
政
の
運
営
継
続
の
た
め
に

は
避
け
て
通
れ
な
い
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。

産
・
子
育
て
を
切
れ
目
な
く
支
援
す
る

体
制
を
整
備
す
る
。

建
設
に
令
和
６
年
度
ま
で
４８
億
円
の

事
業
費
を
見
込
み
、
こ
れ
ら
の
財
源
は

国
・
県
の
交
付
金
を
最
大
限
活
用
す
る
。

市民創風

会長　伊藤　順男

高　志　会
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陸
上
風
力
発
電
に
つ
い
て
民
家

な
ど
と
風
車
か
ら
の
距
離
条
件

や
一
定
規
模
に
お
け
る
届
出
な
ど
制
定

の
考
え
は
。

陸
上
風
車
の
規
制
の
考
え
は

行
革
実
施
に
向
け
市
長
の
決
意
は

問

中
・
長
期
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
を
見
据
え
、
住
宅
な
ど
か
ら

の
離
隔
距
離
や
施
設
が
集
中
す
る
地
域

へ
の
自
主
規
制
。
ま
た
地
域
と
の
共
存

共
栄
に
向
け
た
地
域
貢
献
策
を
求
め
る

な
ど
、
来
年
中
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見

直
し
を
視
野
に
検
討
を
進
め
る
。

答

第
４
次
行
政
改
革
大
綱
の
内
容

を
見
る
と
、「
健
全
な
財
政
運
営
」

な
ど
を
掲
げ
な
が
ら
、
市
民
に
相
応
の

負
担
を
求
め
る
案
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
意
味
で
痛
み
を
伴
わ
な
い
行
革
は
あ

り
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
行
革
推
進

に
お
け
る
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と

市
民
へ
の
説
明
が
重
要
と
考
え
る
が
。

問

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
の
推

進
は
、
特
に
「
公
共
施
設
の
再

編
」、「
第
三
セ
ク
タ
ー
の
見
直
し
、
健

答

新
ご
み
処
理
施
設
の

　
　
　
　
　
計
画
見
通
し
は

新
ご
み
処
理
施
設
の
敷
地
選
定

に
は
慎
重
を
期
し
な
が
ら
、
環

境
影
響
評
価
、
ご
み
運
搬
車
両
の
通
行

ル
ー
ト
な
ど
、
市
と
し
て
基
本
的
な
考
え

を
示
す
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
。

問

候
補
地
選
定
に
つ
い
て
は
、
有

識
者
や
関
係
機
関
の
委
員
か
ら

構
成
さ
れ
る
「
新
ご
み
処
理
施
設
候
補

地
選
定
委
員
会
」
に
お
い
て
、
土
地
利

用
や
環
境
面
な
ど
を
考
慮
し
、
市
内
１４

カ
所
の
候
補
地
か
ら
川
口
字
大
日
沢
山

地
内
（
横
山
町
内
東
側
）
を
最
有
力
候

補
地
と
し
て
答
申
を
受
け
、
現
在
町
内
会

な
ど
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
て
い
る
。

　
今
後
に
お
い
て
は
、
環
境
対
策
、
安

全
対
策
を
最
優
先
に
引
き
続
き
建
設
予

定
地
と
し
て
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う

進
め
る
。
ま
た
、
施
設
の
規
模
や
機
能

に
つ
い
て
「
ご
み
処
理
基
本
構
想
」
の

中
で
幅
広
く
検
討
す
る
。

答常
備
消
防
の
組
織
な
ど

　
　
　
　
　
具
体
の
検
討
は

消
防
署
の
再
編
に
お
け
る
１
消
防

本
部
（
本
荘
）、２
消
防
署
（
本
荘
・

矢
島
）
の
体
制
に
つ
い
て
具
体
の
見
直

し
を
す
べ
き
で
は
。

問

矢
島
消
防
署
の
出
動
態
勢
、
指

揮
命
令
系
統
な
ど
適
正
な
人
員

配
置
を
含
め
、
令
和
２
年
度
末
を
目
途

に
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
す
る
。

答

市
政
を
担
当
し
て
１１
年
、
今
日

ま
で
の
評
価
と
今
後
の
取
り
組

み
は
。

長
谷
部
市
政
３
期
の

　
　
　
　
　
　
自
己
評
価
は

問

市
長
就
任
以
来
「
市
民
と
共
に

歩
む
市
政
」
を
基
本
に
、
極
め

て
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
「
地
域
の

均
衡
あ
る
発
展
」
を
目
標
に
、
産
業
の

振
興
、
福
祉
・
子
育
て
支
援
の
充
実
な

ど
、
安
全
で
安
心
な
「
暮
ら
し
や
す
い

由
利
本
荘
市
」
を
目
指
し
各
種
事
業
を

答

会長　渡部　功

展
開
し
て
き
た
。

　
大
阪
府
箕
面
市
や
、
タ
イ
王
国
の
４

校
と
教
育
交
流
を
実
施
。
子
ど
も
た
ち

が
国
内
外
の
文
化
に
触
れ
る
機
会
の
創

出
や
「
ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
」・「
鳥
海
山

木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
」
オ
ー
プ
ン
に

よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
と
に
ぎ
わ
い
の

創
出
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　
今
後
さ
ら
に
人
口
減
少
対
策
と
し

て
、
新
た
な
工
業
団
地
の
造
成
な
ど
、

雇
用
の
場
の
確
保
と
、
若
年
世
代
の
定

着
に
向
け
取
り
組
む
ほ
か
、
妊
娠
・
出

「
新
山
小
学
校
」「
矢
島
小
学
校
」

の
改
築
や
「
本
荘
北
中
学
校
」

の
大
規
模
改
修
、「
本
荘
東
中
学
校
区

総
合
小
学
校
」
建
設
に
令
和
６
年
度

ま
で
総
額
６５
億
円
、「
新
ご
み
処
理
施

設
」
に
は
敷
地
造
成
や
最
終
処
分
場

答

災
害
に
強
く
安
定
し
た
安
価
な

電
力
が
供
給
で
き
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
向
け
、

本
市
と
し
て
も
情
報
収
集
に
努
め
る
。

　
さ
ら
に
、
国
や
業
界
の
動
向
を
注

視
し
つ
つ
、
地
域
の
産
業
や
経
済
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
関
係
機
関

へ
働
き
か
け
て
い
く
。

答 再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
　
活
用
を

問

今
後
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画
と

事
業
費
、
そ
の
財
源
は
。

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画
は

問

発
電
送
電
が
分
離
し
発
電
事
業

者
が
増
加
の
中
で
、
大
口
消
費

事
業
所
な
ど
で
は
、
直
接
安
価
に
供
給

を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
、
国
の

モ
デ
ル
事
業
や
特
区
事
業
と
し
て
関
係

機
関
に
働
き
か
け
可
能
性
を
高
め
、
地

元
事
業
の
振
興
に
つ
な
げ
る
べ
き
で
は
。

１．令和２年度施政方針について

２．財政方針について

３．第４次行政改革大綱について

４．新創造ビジョン後期計画策定

　　（アンケート）について

５．ごみ焼却施設について

６．本荘由利広域市町村圏組合の

　　事務事業の現況と今後の方向

　　性について

７．記録的暖冬、少雪における除

　　雪関連支援について

８．ナイスアリーナについて

９．風力発電など再生可能エネル

　　ギー政策について

10．教育環境整備について

質　問　項　目
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〜 

施
政
方
針
・
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
！ 

〜

〜 

施
政
方
針
・
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
！ 

〜

会

派

代

表

質

問

会

派

代

表

質

問

１．長谷部市政３期の自己評価と

　　今後の取り組みについて

２．令和２年度の取り組みとその

　　後の見通しについて

３．人口減少対策について

４．診療所運営について

５．高齢者にやさしいまちづくり

　　について

６．農業振興策について

７．商工業振興策について

８．再生可能エネルギーの可能性

　　について

９．企業局について

10．本市の教育について

質　問　項　目

全
化
」、「
受
益
と
負
担
の
公
平
性
」
な

ど
、
市
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
対
応
す

る
こ
と
が
市
政
の
運
営
継
続
の
た
め
に

は
避
け
て
通
れ
な
い
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。

産
・
子
育
て
を
切
れ
目
な
く
支
援
す
る

体
制
を
整
備
す
る
。

建
設
に
令
和
６
年
度
ま
で
４８
億
円
の

事
業
費
を
見
込
み
、
こ
れ
ら
の
財
源
は

国
・
県
の
交
付
金
を
最
大
限
活
用
す
る
。

市民創風

会長　伊藤　順男

高　志　会
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■副市長の選任（任期：４年）

　阿　部　太津夫　氏（再任）本荘地域葛法

■教育委員会教育長の任命

　（任期：令和２年４月１日～６月２９日）※前教育長の残任期間

　秋　山　正　毅　氏（新任）矢島地域川辺

■人権擁護委員（任期：３年）

　小　野　長　清　氏（再任）東由利地域舘合

　宮　本　康　博　氏（再任）鳥海地域石神

　佐　藤　弘　子　氏（再任）鳥海地域栗沢

　田　口　松　雄　氏（新任）大内地域三川

　五十嵐　恒　憲　氏（新任）東由利地域老方

人　事　案　件

●鳥海ダム振興基金条例の制定

　鳥海ダム振興に係る基金を設置するもの。

●次世代農業振興基金条例の制定

　次世代型農業の振興に係る基金を設置するもの。

●交通指導員及び防犯指導員に関する条例の廃止

　会計年度任用職員制度の創設に伴い廃止するもの。

●鶴舞温泉及び休養施設条例等の一部改正

　温泉施設の入浴料の額などを改めるもの。

条例関係（主なもの）

陳 情 結 果

採　　択

○継続審査中の令和元年陳情第９号

　秋田市新屋への地上イージス配備反対の意見表明

　を求める陳情

ミサイル基地イージス・アショアを考える　　　

秋田県民の会　代表委員代表　川野辺　英昭

○継続審査中の令和元年陳情第１６号

　加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度

　の創設を求める意見書提出についての陳情

全日本年金者組合本荘由利支部　　　　　　

執行委員長　村上　次郎

意　 見 　書

趣旨採択

○陳情第１号

　最低賃金の改善と全国一律制にすることを求める

　意見書提出についての陳情

秋田県春闘共闘懇談会　代表委員　石川　洋基

秋田県労働組合総連合　　　議長　加賀屋俊悦

継続審査

○陳情第２号

　公立学校に１年単位の変形労働時間制を導入する

　条例制定に反対する意見書提出についての陳情

秋田県春闘共闘懇談会　代表委員　石川　洋基

秋田県労働組合総連合　　　議長　加賀屋俊悦

同意

可決

●議員発案第３号

　市議会委員会条例の一部改正

　「ガス水道局」が「企業局」に名称変更したこと

　に伴い、条例の一部を改正するもの。

　※４月１日より建設常任委員会の所管部局は、

　　『建設部、企業局』になりました。

議　員　発　案 可決

陳　情 意見書送付先

継続審査中の令和元年
第１６号 内閣総理大臣・財務大臣・厚生労働大臣

10P 阿部十全（無所属）

一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

３月定例会では、８人の議員が質問に立ちました。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）

１．風力発電について

２．漁業振興について

３．鳥海山木のおもちゃ美術館について

４．秋田県総合防災訓練について

11P 岡見善人（無所属）
１．色覚チョークの導入状況について

２．芋川桜づつみを活用した観光の促進に　

　ついて

３．観光協会ホームページの刷新状況について

４．バスケットリングの設置への取り組みに

　ついて

５．人口減少対策について

６．弱者にやさしいまちづくりについて

７．市と観光協会のあり方について

８．地域おこし協力隊について

９．就職氷河期世代の採用について

11P 長沼久利（高志会）
１．政府が目指す「ソサエティ５．０」で実現す
　る未来社会での本市の姿は
２．住民自治と地域コミュニティーの再生から
３．移住定住から
４．観光振興から
５．公共温泉施設について
６．由利本荘市総合的克雪・利雪・親雪計画から
７．情報通信環境の整備について
８．地方公務員の兼業・副業解禁の必要性に
　ついて 13P 湊貴信（高志会）

１．ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）について

２．認知症について

３．第三セクターについて

４．観光振興について

５．聖火リレーについて

６．プログラミング教育について

14P 高野吉孝（市民創風）
１．第三セクターの経営健全化について

２．「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の取り

　組みについて」

３．「鳥海山・飛島ジオパーク」について

４．都市計画道路の見直し計画について

５．市役所本庁舎建設計画の検討状況につい

　て

12P 今野英元（社会民主党）
１．由利本荘市の風力発電事業
２．由利本荘市公共事業と事業者について
３．ぱいんすぱ新山の指定管理者について
４．水林球場の抽選について

13P 大関嘉一（市民創風）
１．連携中枢都市圏構想について

２．風力、太陽光発電施設設置について

３．イノシシ対策について

４．市道の維持管理について

５．市道前郷上野線鮎瀬曲沢間拡幅工事につ

　いて

一般質問一般質問
こ
こ
が

聞
き
た
い

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
の
電
波

障
害
に
つ
い
て
は
。

風
力
発
電
施
設
と
の
因
果
関
係

は
明
ら
か
に
な
ら
な
か
っ
た
。

実
際
に
事
案
が
発
生
し
た
際
は
、
事
業

者
に
対
し
て
速
や
か
に
必
要
な
調
査
及

び
対
策
を
要
請
す
る
。

阿部十全
（無所属）

問答

東
京
か
ら
は
地
域
の
実
情
に
そ

ぐ
わ
な
い
指
示
も
あ
り
、
契
約

更
新
を
見
送
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化

の
た
め
、
今
後
は
独
自
で
運
営
を
図
っ

て
い
く
。

答

漁
業
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
。

問

鮭
の
稚
魚
、
ハ
タ
ハ
タ
な
ど
へ

の
影
響
に
つ
い
て
は
、
運
転
開

始
後
も
調
査
を
求
め
る
意
見
が
あ
る
の

で
、
協
議
会
を
通
し
て
要
請
す
る
。

答

洋
上
風
車
撤
去
に
つ
い
て
は
。

問

「
一
般
海
域
に
お
け
る
占
用
公

募
制
度
の
運
用
指
針
」
に
お
い

て
、
風
車
の
撤
去
に
関
す
る
事
項
を
記

載
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
占
用
を
許
可
す

る
条
件
と
し
て
撤
去
費
用
を
確
保
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

答 風
力
発
電
に
つ
い
て

東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
と
の
契

約
更
新
見
送
り
の
理
由
は
。

問 鳥
海
山
木
の
お
も
ち
ゃ

　
　
　
　
美
術
館
に
つ
い
て

本
市
に
は
約
４
千
人
の
避
難
行

動
要
支
援
者
が
い
る
。
市
民
参

加
型
の
訓
練
と
し
て
、
安
否
確
認
や
社

会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
協
力
を
得
て
実

施
す
る
計
画
で
あ
る
。

答

要
支
援
者
の
避
難
訓
練
を
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

問 令
和
２
年
秋
田
県

　
総
合
防
災
訓
練
に
つ
い
て

12P 佐々木隆一（日本共産党）
１．農業振興について
２．高校卒業まで医療費の無料化の拡大を
３．暖冬少雪の影響と対策は
４．国保短期証、資格証の発行は正規の保険
　証の交付を
５．滞納者の実情と対応は
６．トイレトレーラーの導入の検討を
７．敬老会の開催事業について
８．教育行政について

ブレードとナセル

採択された継続審査中の令和元年陳情第１６号は、各関係大臣に「意見書」と

して提出されております。

3月定例会3月定例会

あ べ た　 つ　 お

あき やま まさ き

お の ちょう せい

みや もと やす ひろ

さ とう ひろ こ

い が ら し のぶ かず

た ぐち まつ お
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ここが聞きたい
一 般 質 問

厚
労
省
は
、
引
き
こ
も
り
者
の

就
労
支
援
な
ど
に
向
け
、
自
治

体
を
財
政
面
で
支
援
す
る
体
制
を
整

備
す
る
方
針
を
固
め
た
が
、
縦
割
り

業
務
に
よ
る
た
ら
い
回
し
を
な
く
す

た
め
の
支
援
窓
口
の
一
本
化
が
必
要

と
考
え
る
が
。

問 引
き
こ
も
り
、
介
護
、
困
窮
の

相
談
窓
口
一
本
化
が
必
要

本
市
へ
の
転
入
者
分
析
は
。

移
住
区
分
で
は
Ｕ
タ
ー
ン
が
８

割
、Ⅰ
タ
ー
ン
が
２
割
と
県
統

計
と
比
較
し
て
Ⅰ
タ
ー
ン
の
割
合
が
２

割
低
い
。
こ
れ
は
、
繰
り
返
し
利
用
可

能
な
「
移
住
お
試
し
住
宅
」
な
ど
の
安

価
な
滞
在
施
設
の
不
足
に
よ
る
も
の
と

分
析
し
て
い
る
。

　ま
た
、
移
住
理
由
は
「
結
婚
、
出
産
、

子
育
て
」
が
約
１６
％
、
次
い
で
「
親
の

面
倒
、
介
護
な
ど
」
が
１３
％
で
、「
退
職
、

家
族
と
の
同
居
・
介
護
な
ど
」
の
理
由

が
多
く
、
県
の
傾
向
と
は
異
な
る
。

　こ
の
分
析
を
も
と
に
Ⅰ
タ
ー
ン
や
就

労
体
験
な
ど
の
中
・
長
期
的
な
滞
在

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
の
た
め
来
年
度
予
算

に
「
空
き
家
を
活
用
し
た
学
生
向
け

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
機
能
を
備
え
た
お
試
し

住
宅
」
の
整
備
費
を
計
上
し
た
。

問答

市
で
は
「
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
」
を
策
定
し
て
お
り
、

平
成
２９
年
か
ら
令
和
１８
年
ま
で
の
施
設

の
存
続
や
廃
止
を
計
画
し
て
い
る
。
公

共
温
泉
施
設
に
つ
い
て
は
「
す
べ
て
存

続
の
方
向
で
あ
る
が
、
各
施
設
の
経
営

努
力
を
前
提
に
経
営
の
黒
字
化
を
目
指

し
、
市
民
生
活
の
向
上
、
健
康
増
進
に

資
す
る
施
設
に
す
る
よ
う
に
検
討
し
て

い
く
」
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
い
る
。

　令
和
１８
年
ま
で
の
期
間
は
指
定
管
理

者
制
度
導
入
で
存
続
と
示
し
て
い
る

が
、
今
後
、
目
標
使
用
年
数
や
修
繕
予

定
額
な
ど
詳
細
に
施
設
の
状
況
を
確
認

し
、
経
営
状
況
だ
け
で
な
く
、
施
設
の

位
置
づ
け
や
利
用
者
状
況
な
ど
を
考
慮

し
な
が
ら
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

答

岡見善人
（無所属）

更
な
る
移
住
・
定
住
の

　
　
　
　
　
　
　
　推
進
を

全
国
的
に
自
治
体
と
観
光
協
会

の
関
係
が
問
わ
れ
て
い
る
中
、

当
市
に
お
い
て
も
観
光
協
会
の
連
携

の
あ
り
方
な
ど
に
課
題
が
あ
る
と
認

識
す
る
が
、
観
光
協
会
の
独
立
を
含

む
体
制
の
強
化
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

協
会
の
組
織
や
事
業
な
ど
の
あ

り
方
を
検
証
・
検
討
す
る
た
め
、

「
由
利
本
荘
市
観
光
協
会
の
あ
り
方
検

討
委
員
会
」
が
平
成
３１
年
３
月
に
設

置
さ
れ
て
い
る
。

　「
第
４
次
行
政
改
革
大
綱
」
の
実
施

計
画
に
観
光
協
会
の
法
人
化
を
登
載

し
て
お
り
、
令
和
４
年
度
か
ら
の
独

立
に
向
け
進
め
て
い
く
。

　支
部
組
織
の
検
討
や
事
務
局
職
員

へ
の
対
応
な
ど
山
積
す
る
課
題
に
対

し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
協
議
・

検
討
を
進
め
て
い
く
。

問答 市
と
観
光
協
会
の

　
　
　
　あ
り
方
に
つ
い
て

長沼久利
（高志会）

障
が
い
者
に
優
し
い
公
共
施
設

と
し
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と

ト
イ
レ
マ
ー
ク
な
ど
の
表
示
が
必
要

と
考
え
る
。
特
に
避
難
施
設
は
お
年

寄
り
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
ト
イ

レ
の
洋
式
化
が
必
要
と
考
え
る
が
。

問 公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

公
共
施
設
を
障
が
い
者
の
方
々

も
利
用
し
や
す
い
よ
う
、
観
光

ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
に
掲
載
さ
れ
る
施
設
に

つ
い
て
は
、
ト
イ
レ
マ
ー
ク
な
ど
の
表

示
を
取
り
入
れ
、
災
害
時
に
も
活
用
で

き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
く
。
今
後
も
公

共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
し

て
い
く
。

答
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本
庁
舎
内
に
あ
る
福
祉
支
援
課

と
中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン

答

タ
ー
を
、
令
和
２
年
７
月
を
め
ど
に
鶴

舞
会
館
に
移
転
さ
せ
、
高
齢
・
障
が
い
・

子
ど
も
・
生
活
困
窮
な
ど
の
分
野
や
属

性
に
関
わ
ら
ず
、国
が
進
め
て
い
る
「
断

ら
な
い
相
談
」
の
体
制
と
し
て
、「
総

合
相
談
窓
口
」
を
整
備
し
て
い
く
。

　ま
た
、
隣
接
す
る
保
健
セ
ン
タ
ー

に
は
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
、
制
度
の
は
ざ
ま
で

支
援
が
途
切
れ
な
い
よ
う
、
相
談
窓

口
の
強
化
に
努
め
て
い
く
。

「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」

前
倒
し
で
公
共
温
泉
施
設
の
再

編
方
針
を
示
す
時
期
で
は
。

問 公
共
温
泉
施
設
の

　
　
　
　
　
　再
編
方
針
は

次世代農業振興基金条例制定

問 　次世代の技術を活用とした事業内容とは。

答 　スマート農業など、省力化・効率化を目指

すもので、令和２年度は「ＩＣＴ農業取組支

援事業」「ドローン導入支援事業」「スマート

農業研究会支援事業」、小規模農家を支援す

る「園芸作物導入支援事業」を事業化し支援

していく。

　農家の経営安定、基盤強化を図り、次世代型
農業の振興に期待されます。 産

農業用ドローンのデモンストレーション

旧前郷小学校跡地整備事業

問 　今後のスケジュールは。

答 　令和２年度は整備のための測量設計業務を
委託し、令和３年度の整備工事を予定してい
る。芝生広場を持つ城址公園としての整備で
あるが、災害時には一時避難場所としても活
用することになる。

　城址公園として整備します。 総

答 　令和元年度に補助金交付申請があった件数
は、令和２年２月２９日時点で、一般型が２９
４件、子育て世帯支援型が９件、空家購入支
援型が４件、移住・転入支援型が１件である。
うち、申請後の取り下げが２件あった。
　令和２年度も引き続き事業費３５０５万円を
盛り込み、リフォーム資金の支援を図っていく。

問 　令和元年度の活用状況と令和２年度の助成は

どうなるのか。

　令和元年度、事業を利用した件数は３０６件で
した。

住宅リフォーム資金助成事業
を継続

建

Share House

3月臨時会3月臨時会

●特別職の職員で常勤のものの

　給与及び旅費に関する条例の一部改正

　職員の不適切な勤務実態や事務処理により、

　市民の市政に対する信頼を大きく損ねてしまっ

　たことから、市長及び総務部担当副市長の給

　料月額について、期間を定めて減額するもの。

条例関係（主なもの） 可決
◆羽越本線羽後本荘駅東西自由通路等
　新設及び駅舎橋上化工事委託変更協定の締結
　羽後本荘駅周辺整備事業において、東西自由通
　路及び、駅舎の杭基礎工事が中断したことによ
　る経費の増額により、協定額を変更するもの。
　協定金額：３５億８６９４万５千円
　変更前：３１億９５９９万６千円
　（増額：３億９０９４万円９千円）
　協定の相手方：東日本旅客鉄道株式会社

東北工事事務所長　谷口　俊一

契　約　案　件 可決

答 　尾崎小学校の南側、元の本荘格技場を解体

して建設され、木造二階建て、延べ床面積

９４０．７１平方メートルである。放課後に児

童が集まったり、子育ての相談などをできる施

設となっており、多くの来訪者が期待される。

問 　建物の規模と建設場所は。

　４月１日オープンしました。

由利本荘市こどもプラザ
「あおぞら」竣工

教

旧前郷小学校跡地（滝沢城址）


